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市民の負託に応えて…。
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O k a y a  C i t y  A s s e m b l y  N e w s

第１回岡谷市議会定例会（一般質問）

「旧岡谷市役所庁舎」内議場（S11年～S40年）

「現岡谷市役所庁舎」内議場（S62年～）

「旧消防署庁舎」内議場（S40年～S62年）

「旧岡谷市役所庁舎」内議場（S11年～S40年）

「現岡谷市役所庁舎」内議場（S62年～）

「旧消防署庁舎」内議場（S40年～S62年）

　
岡
谷
市
議
会
は
、

市
民
の
皆
様
と
と

も
に
歩
む
議
会
を

目
指
し
、今
年
３
月

議
会
で
、「
岡
谷
市
議
会
基
本
条
例
」を
制
定

い
た
し
ま
し
た
。地
方
議
会
の
意
義
が
大
き

く
叫
ば
れ
る
今
日
、今
後
の
岡
谷
市
議
会
運

営
の
羅
針
盤
と
な
り
ま
す
こ
の
条
例
に
基
づ

き
、岡
谷
市
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
を

目
指
し
、議
会
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
最
大

限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
か
ら
選
挙

で
選
ば
れ
た
議
員

に
は
市
民
か
ら
の

声
や
議
員
と
し
て

の
理
想
が
あ
り
ま
す
。議
員
や
議
会
の
活
動
で

岡
谷
市
の
諸
課
題
が
改
善
さ
れ
、市
民
か
ら

議
会
が
あ
る
か
ら
私
た
ち
の
生
活
が
よ
り
良

く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。議
会
基
本
条
例
の
趣
旨
に
沿
っ
て

「
市
民
の
声
を
聞
き
」「
市
民
に
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
届
け
」「
積
極
的
に
政
策
提
言
や
提

案
を
行
う
」そ
ん
な
議
会
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
５
月
臨
時
議
会

に
於
い
て
同
意
を

得
、市
長
よ
り
議

会
選
出
の
監
査
委

員
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
。監
査
委
員
は
そ
の

業
務
の
性
格
上
、執
行
者
か
ら
独
立
し
た
執

行
機
関
で
あ
り
、課
さ
れ
た
責
務
の
重
さ
と

難
し
さ
に
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。法

の
定
め
に
従
い
、公
平
普
遍
の
態
度
を
保
持

し
、議
選
委
員
と
し
て
微
力
を
尽
く
し
、業

務
の
遂
行
に
努
め
る
所
存
で
す
。

議　長

武井富美男
副議長

共田武史
監査委員

竹村安弘

正副議長・監査委員あいさつ
議会運営委員会/総務委員会
社会委員会/産業建設委員会
議会選出の組合議員
議会改革検討委員会
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委員会活動報告
平成29年 第3回定例会 結果報告
議案賛否一覧/陳情の審査結果
ピックアップレポート
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●もくじ

岡谷市議会 新体制でスタート！岡谷市議会 新体制でスタート！

就
任
に
あ
た
っ
て

S40年頃

S46年頃

H27年
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構
成
メ
ン
バ
ー
紹
介

●
委
員
長　
　

早
出　

一
真

●
副
委
員
長　
　

渡
辺　

太
郎

●
委　
　

員　
　

渡
辺　

雅
浩

　
　
　
　
　
　
　

中
島　

保
明

　
　
　
　
　
　
　

藤
森　

博
文

　
　
　
　
　
　
　

笠
原　

順
子

　
　
　
　
　
　
　

浜　
　

幸
平

　

平
成
29
年
第
２
回
臨
時
会
が
５
月
16
日
・
17
日
に
開
催
さ
れ
、
議
長
、
副
議
長
、

監
査
委
員
を
選
出
し
た
ほ
か
、
議
会
運
営
委
員
会
や
各
常
任
委
員
会
等
の
委
員
、

議
会
選
出
の
組
合
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

  

委
員
会
の
役
割

　

総
務
委
員
会
で
は
、
市
の
目
指
す
べ

き
方
向
を
定
め
て
行
政
を
リ
ー
ド
す
る

企
画
政
策
部
、
市
の
組
織
・
財
政
・
人

事
な
ど
枠
組
み
の
管
理
や
消
防
・
防
災

な
ど
の
危
険
管
理
等
を
行
う
総
務
部
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
統

括
す
る
教
育
委
員
会
の
ほ
か
選
挙
や
監

査
に
関
す
る
事
項
を
主
に
所
管
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
ど
の
常
任
委
員
会
に
も

属
さ
な
い
事
柄
に
つ
い
て
も
幅
広
く
取

り
扱
い
ま
す
。

 

構
成
メ
ン
バ
ー
紹
介

●
委
員
長　
　

中
島　

保
明

●
副
委
員
長　
　

今
井　

康
善

●
委　
　

員　
　

武
井
富
美
男

　
　
　
　
　
　
　

早
出　

一
真

　
　
　
　
　
　
　

今
井　

秀
実

　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

秀
樹

 
委
員
会
の
方
針

　

先
進
自
治
体
の
視
察
や
関
係
諸
団
体

と
の
懇
談
等
を
通
じ
て
得
た
情
報
・
知

識
を
基
に
、
行
政
に
対
す
る
監
視
機
能

を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
政
策
提
言
を

  

委
員
会
の
役
割

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
条
例
で
置
く
こ
と
が
で

き
る
委
員
会
で
、
議
会
の
運
営
を
円
滑

に
行
う
た
め
、
議
会
の
運
営
方
法
を
協

議
し
た
り
、
議
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た
事

項
等
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
行
う
場

と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

所
管
す
る
主
な
事
項
は
、
会
期
の
決

定
や
議
事
日
程
、
議
会
関
係
の
条
例
や

規
則
、
議
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た
事
項
な

ど
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
又
は
申
し

合
わ
せ
を
し
た
事
柄
に
基
づ
き
、
各
会

派
又
は
議
員
活
動
の
基
準
が
作
ら
れ
る

な
ど
、
議
会
運
営
委
員
会
は
強
い
調
整

機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
各
常
任
委

員
長
を
は
じ
め
７
名
の
委
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

行
う
こ
と
に
よ
り
岡
谷
市
の
発
展
に
尽

く
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
第
４
次
岡
谷
市
総
合
計
画

を
基
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
が
進
行
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
進
捗
及
び
実

績
の
検
証
は
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
よ
り
一
層
行

政
と
の
情
報
交
換
を
密
に
し
、
市
民
等

の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
く
必
要
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
副

委
員
長
を
は
じ
め
委
員
の
協
力
を
得
な

が
ら
公
平
・
公
正
な
進
行
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

委
員
長　

中
島
保
明

委
員
会

委
員
会

総務委員会の審査の様子

議会運営委員会の審査の様子

●常任委員会等の紹介

議
会
の
新
し
い
構
成
決
ま
る
！

議
会
運
営

総
務

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
こ
の

  

岡
谷
市
で
ど
う
生
き
て

い
く
か
考
え
ま
し
ょ
う
!!
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委
員
会
の
役
割

　

産
業
建
設
委
員
会
は
、
商
工
農
業
の

幅
広
い
産
業
全
般
と
と
も
に
、
身
近
な

道
路
や
水
道
、
建
築
な
ど
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
企
業

や
、関
係
団
体
な
ど
か
ら
調
査
を
し
て
、

市
政
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

  

構
成
メ
ン
バ
ー
紹
介

●
委
員
長　
　

渡
辺　

雅
浩

●
副
委
員
長　
　

今
井　

義
信

●
委　
　

員　
　

笠
原　

順
子

　
　
　
　
　
　
　

共
田　

武
史

　
　
　
　
　
　
　

八
木　

敏
郎

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

太
郎

 

委
員
会
の
方
針

　

各
企
業
や
団
体
な
ど
の
調
査
で
は
、

直
接
、
委
員
が
訪
ね
て
懇
談
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
製
造
業
な
ど
の
関

連
企
業
で
は
、
生
産
ラ
イ
ン
な
ど
を
直

接
見
学
し
ま
す
。
そ
の
場
で
、
質
問
や

要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
内
外
の
先
進
地
を
訪
ね
て
、
市

政
に
積
極
的
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

 
委
員
会
の
役
割

　

社
会
委
員
会
は
、
市
民
生
活
に
直
結

す
る
健
康
づ
く
り
・
母
子
保
健
・
子
育

て
・
地
域
福
祉
・
障
が
い
者（
児
）、
高

齢
者
福
祉
・
介
護
・
社
会
保
障
（
国
保
、

高
齢
者
医
療
、福
祉
医
療
、生
活
保
護
）・

医
療
・
看
護
学
校
・
ご
み
減
量
や
環
境

保
全
等
を
所
管
し
、
関
係
す
る
様
々
な

事
項
の
審
査
や
調
査
な
ど
行
い
ま
す
。

  

構
成
メ
ン
バ
ー
紹
介

●
委
員
長　
　

藤
森　

博
文

●
副
委
員
長　
　

遠
藤　

真
弓

●
委　
　

員　
　

笠
原
征
三
郎

　
　
　
　
　
　
　

竹
村　

安
弘

　
　
　
　
　
　
　

小
松　
　

壮

　
　
　
　
　
　
　

浜　
　

幸
平

 

委
員
会
の
方
針

　

関
係
団
体
と
の
懇
談
や
、
先
進
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
等
の

視
察
を
行
い
、
委
員
と
し
て
視
野
を
広

げ
て
行
政
へ
提
言
を
行
い
、
市
民
福
祉

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

安
心
し
て
岡
谷
市
で
住
み
続
け
る
に

は
、
安
定
し
た
雇
用
は
ど
う
し
て
も
必

要
で
す
。
ま
た
、
毎
日
使
う
道
路
や
歩

道
、
橋
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
水
道
な
ど

は
、
市
民
生
活
を
土
台
か
ら
支
え
る
大

事
な
財
産
で
す
。

　

産
業
建
設
委
員
会
の
６
人
の
委
員

は
、
多
種
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
で
す
。
み

な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
委
員
の
さ
ま

ざ
ま
な
見
方
や
考
え
方
を
通
じ
て
、
委

員
会
が
活
発
に
な
る
よ
う
に
努
め
、
岡

谷
市
政
が
さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
、
力

を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

委
員
長　

渡
辺
雅
浩

　

 

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
み
、

歳
入
の
増
加
が
見
込
め
な
い
状
況
で
あ

っ
て
も
、
福
祉
、
介
護
、
医
療
、
子
育

て
、
環
境
等
の
施
策
の
充
実
と
い
っ
た

課
題
に
対
し
て
、委
員
の
様
々
な
経
験
・

知
識
、
見
識
を
活
か
し
て
も
ら
い
、
積

極
的
な
議
論
、
厳
正
な
審
査
及
び
政
策

提
言
に
つ
な
が
る
よ
う
な
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

委
員
長　

藤
森
博
文

委
員
会

委
員
会

社会委員会の審査の様子

産業建設委員会の審査の様子

●常任委員会等の紹介

産
業
建
設

社
会

く
ら
し
や
す
い
工
業
立
市
を

目
指
し
て
!!

厳
正
な
審
査
と

政
策
提
言
を
行
う
!!
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諏
訪
広
域
連
合
議
会

〔
議
員
定
数
22
名
〕

　

諏
訪
広
域
連
合
は
、
諏
訪
地
域
６
市

町
村
で
組
織
さ
れ
、
広
域
的
な
事
務
や

市
町
村
が
単
独
で
行
う
こ
と
が
難
し
い

事
務
を
共
同
で
行
う
た
め
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

広
域
連
合
で
の
主
な
事
業
は
、
諏
訪

地
域
の
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
事

務
や
、
救
護
施
設
八
ケ
岳
寮
の
設
置
、

管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
事
務
、
介
護

保
険
法
及
び
介
護
保
険
法
施
行
法
の
規

定
に
基
づ
く
事
務
、
ま
た
、
消
防
に
関

す
る
事
務
等
で
あ
り
ま
す
。

◆
議
会
選
出
議
員

　

武
井
富
美
男
／
今
井　

秀
実

　

笠
原　

順
子
／
共
田　

武
史

　

八
木　

敏
郎　

湖
北
行
政
事
務
組
合
議
会

〔
議
員
定
数
17
名
〕

　

湖
北
行
政
事
務
組
合
は
、
岡
谷
市
、

下
諏
訪
町
、
辰
野
町
の
１
市
２
町
で
組

織
さ
れ
、
湖
北
衛
生
セ
ン
タ
ー
と
湖
北

火
葬
場
（
湖
風
苑
）
の
運
営
を
共
同
で

行
う
た
め
に
設
置
し
て
い
ま
す
。（
湖
北

火
葬
場
に
つ
い
て
は
岡
谷
市
、
下
諏
訪

町
の
２
つ
の
自
治
体
で
共
同
処
理
）

　

湖
北
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、
各
家
庭
か
ら

運
び
込
ま
れ
る
、
生
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥

を
安
全
に
処
理
す
る
た
め
の
施
設
で
、
湖

北
火
葬
場
は
、
人
生
の
終
焉
を
迎
え
る
に

ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
議
会
選
出
議
員

　

武
井
富
美
男
／
早
出　

一
真

　

笠
原
征
三
郎
／
中
島　

保
明

　

藤
森　

博
文
／
遠
藤　

真
弓

　

共
田　

武
史
／
小
松　
　

壮

　

渡
辺　

太
郎　

湖
周
行
政
事
務
組
合
議
会

　
〔
議
員
定
数
12
名
〕

　

湖
周
行
政
事
務
組
合
は
、
岡
谷
市
、

諏
訪
市
、
下
諏
訪
町
の
２
市
１
町
の
湖

周
地
区
に
お
け
る
ご
み
処
理
を
、
広
域

的
に
共
同
で
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
施

設
「
諏
訪
湖
周
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
：ｅ
ｃ
ｏ
ポ
ッ
ポ
）」
が
完
成
し
、

湖
周
地
区
12
万
人
の
ご
み
処
理
共
同
化

が
、
平
成
28
年
12
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
ご
み
処
理
計
画
に
関
す

る
事
務
、
ご
み
処
理
施
設
の
設
置
、
管

理
及
び
運
営
に
関
す
る
事
務
を
、
共
同

処
理
し
て
い
ま
す
。

◆
議
会
選
出
議
員

　
　

武
井
富
美
男
／
今
井　

義
信

　
　

渡
辺　

雅
浩
／
浜　
　

幸
平

諏
訪
広
域　
　
　
　
　

公
立
大
学
事
務
組
合
議
会

〔
議
員
定
数
20
名
〕

　

 

諏
訪
広
域
公
立
大
学
事
務
組
合
は
、

諏
訪
地
域
６
市
町
村
に
よ
る
諏
訪
東
京

理
科
大
学
の
公
立
化
に
対
し
、
公
立
大

学
法
人
の
設
立
等
の
事
務
を
共
同
処
理

す
る
た
め
、
平
成
29
年
４
月
１
日
付
で

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

諏
訪
地
域
６
市
町
村
と
学
校
法
人
東

京
理
科
大
学
は
、
平
成
30
年
４
月
の
公

立
大
学
化
に
向
け
て
、
基
本
協
定
を
締

結
し
、
公
立
化
後
の
大
学
名
称
は
「
公

立
諏
訪
東
京
理
科
大
学
」
と
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
ま
す
。

◆
議
会
選
出
議
員

　

武
井
富
美
男
／
今
井　

康
善

　

大
塚　

秀
樹

諏訪湖周クリーンセンター

諏訪東京理科大学

諏訪広域消防本部

湖北衛生センター

●私たちのまちの一部事務組合
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委
員
会
設
置
の
経
過

　

岡
谷
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
議
会

改
革
に
つ
い
て
幾
度
な
く
議
論
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
着
実
に
議
会
改
革
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
前
任
期
の
議
会

か
ら
の
申
し
送
り
事
項
と
し
て
託
さ
れ

た
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
は
、
平
成

29
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、こ
の
条
例
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
議
会
改

革
を
進
め
る
た
め
、
議
会
改
革
検
討
委

員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

  

構
成
メ
ン
バ
ー
紹
介

●
委
員
長　
　

小
松　
　

壮

●
副
委
員
長　
　

浜　
　

幸
平

●
委　
　

員　
　

全　

議　

員

 

委
員
会
の
進
め
方

　

左
記
の
グ
ラ
フ
は
、
全
議
員
よ
り
提

出
さ
れ
た
、
議
会
改
革
検
討
事
項
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
委
員
会
を
定
期
的
に
開
催
し

て
検
討
項
目
及
び
優
先
順
位
を
決
め
、

目
的
達
成
の
た
め
、
精
力
的
に
議
会
改

革
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

議会改革検討内容抽出件数
（全79件、類似内容含む）

議員定数、報酬・
政務活動費　7

開かれた
本議会　8
委員会の
あり方　8

議会運営
効率化
（ICT・経費）
9一般質問の

あり方　17

行政視察の
あり方　8

議会報告会、
懇談会　4

議会情報の
発信　8

その他　10

委
員
会
活
動
報
告

【総務委員会】教育委員との懇談会（2/8）

議会改革検討委員会の様子

【産業建設委員会】釜口水門視察（1/24）

※
各
委
員
会
の
活
動
は
随
時
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

委
員
会

【社会委員会】医師会との懇談会（1/25）

教育委員会の方々
と子ども達の教育
環境について意見
交換しました。

釜口水門の管理
及び治水事業に
ついて現地視察
しました。

岡谷市医師会と
医療現場の深刻
な課題について
意見交換しまし
た。

議
会
改
革
検
討
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要
と
す
る
時
期
に
支
給
で
き
る
よ
う
、

入
学
前
に
支
給
し
た
新
入
学
学
用
品
費

等
も
国
庫
補
助
対
象
と
す
る
改
正
を

行
っ
て
い
る
が
、
準
要
保
護
児
童
生
徒

に
対
す
る
支
給
時
期
と
課
題
は
？

答 

前
倒
し
支
給
に
よ
り
、
保
護
者
へ
の

負
担
が
増
え
た
り
事
務
が
煩
雑
に
な
ら

な
い
よ
う
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
適

切
な
時
期
に
必
要
な
支
援
を
す
る
こ
と

は
望
ま
し
い
。
松
本
市
な
ど
で
実
施
し

て
い
る
新
中
学
１
年
生
を
対
象
と
し
た

前
倒
し
支
給
の
よ
う
な
段
階
的
な
支
給

事
例
も
一
案
に
、
今
後
他
市
町
村
の
動

向
も
注
視
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の
主
な

質
疑
及
び
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

問 
諏
訪
の
国
ブ
ラ
ン
ド
展
開
と
観
光
推

進
組
織
基
盤
創
生
事
業
に
よ
り
、
岡
谷

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し

て
い
る
の
か
？

答 

岡
谷
市
は
宿
泊
施
設
数
に
限
り
が
あ

る
が
、
食
資
源
、
自
然
資
源
な
ど
、
そ

の
他
の
観
光
資
源
は
数
多
く
あ
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
少
し

で
も
長
い
時
間
滞
在
し
、
観
光
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

※
質
疑
の
後
、
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
、

各
委
員
会
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

 

再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

※
総
務
委
員
長
及
び
産
業
建
設
委
員
長

か
ら
委
員
会
で
の
審
査
の
経
過
と
結

果
が
報
告
さ
れ
、
議
員
よ
り
討
論
（
議

案
に
つ
い
て
賛
否
を
述
べ
る
）
が
さ

れ
ま
し
た
。

○
討
論
の
概
要

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
今
後
の
地
域

の
安
全
・
安
心
、
観
光
施
策
の
推
進
に

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
教

育
費
に
つ
い
て
は
、
貧
困
問
題
や
様
々

な
場
面
に
お
い
て
格
差
の
拡
大
が
懸
念

さ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
大
変
有
意
義

な
施
策
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
利
用

し
た
い
と
き
に
利
用
で
き
る
就
学
援
助

費
と
な
る
よ
う
支
給
時
期
の
前
倒
し
な

ど
の
検
討
を
早
急
に
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
要
望
し
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

※
本
議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

◆
議
案
第
４7
号

平
成
29
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

 

本
会
議
で
の
提
案
説
明
（
議
案
の
内
容
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
岡
谷
小
学
校

校
舎
等
の
解
体
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト

の
処
理
に
必
要
な
工
事
請
負
費
と
し
て

総
額
９
８
０
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で

あ
る
。

※
本
会
議
で
質
疑
の
後
、
総
務
委
員
会

に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た

総
務
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の
主
な
質

疑
及
び
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

問 

子
ど
も
た
ち
へ
の
健
康
被
害
は
な
い

と
す
る
根
拠
は
何
か
？

答 

今
回
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ
れ
た

階
段
近
く
の
校
長
室
で
、
平
成
21
年
に
、

廊
下
を
含
め
た
状
態
で
飛
散
量
を
空
気

測
定
し
た
が
、
安
全
基
準
値
よ
り
か
な

り
少
量
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
階
段
室
裏

に
つ
い
て
は
、
当
時
か
ら
吹
き
付
け
の

厚
さ
が
薄
く
硬
か
っ
た
た
め
、
現
在
ま

で
飛
散
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て

健
康
へ
の
安
全
性
は
確
保
で
き
て
い
る

と
判
断
し
て
い
る
。

※
質
疑
の
後
、
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

※
総
務
委
員
長
か
ら
委
員
会
で
の
審
査

の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、
議
員

よ
り
討
論
（
議
案
に
つ
い
て
賛
否
を

述
べ
る
）
が
さ
れ
ま
し
た
。

○
討
論
の
概
要

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

　

解
体
さ
れ
る
校
舎
で
あ
る
も
の
の
、

児
童
な
ど
へ
の
健
康
被
害
は
な
い
と
の

こ
と
で
あ
り
、
安
心
を
し
て
い
る
。
今

回
補
正
対
応
す
る
工
事
に
つ
い
て
は
、

近
隣
住
民
や
施
工
業
者
へ
の
安
全
安
心

を
配
慮
し
た
対
応
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
議
案
に
賛
成
す
る
。

※
本
議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
も
全
会
一
致
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
各
議
員
の
採
決
態
度
は
７
ペ
ー
ジ
）

平成29年 第３回 定例会（６月）が開かれました
　

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
が
、
平
成

29
年
６
月
１
日
（
木
）
か
ら
６
月
21
日

（
水
）
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

報
告
案
件
３
件
、
人
事
案
件
２
件
、
条

例
議
案
４
件
、
単
行
議
案
３
件
、
補
正

予
算
３
件
、
意
見
書
２
件
、
計
17
議
案

が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

同
意
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
審
議
経
過
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

 

◆
議
案
第
４５
号

平
成
29
年
度
岡
谷
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

 

本
会
議
で
の
提
案
説
明
（
議
案
の
内
容
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
指
定
寄
附
金

積
立
金
、
消
火
栓
移
設
工
事
を
計
上
す

る
ほ
か
、
小
中
学
校
就
学
援
助
に
要
す

る
経
費
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
地
方

創
生
推
進
交
付
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
及
び
地
域
活
動
助
成
事
業

の
採
択
に
伴
う
事
業
費
の
追
加
並
び

に
財
源
更
正
を
行
う
も
の
で
、
総
額

２
４
１
８
万
３
千
円
を
追
加
す
る
も
の

で
あ
る
。

※
本
会
議
で
質
疑
の
後
、
総
務
委
員
会

及
び
産
業
建
設
委
員
会
に
審
査
を
付

託
し
ま
し
た

総
務
委
員
会
で
の
委
員
か
ら
の
主
な
質

疑
及
び
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

問 

本
会
議
か
ら
の
付
託
事
項
と
し
て
、

国
は
、
要
保
護
児
童
生
徒
援
助
費
の
支

給
単
価
増
額
と
あ
わ
せ
て
、
援
助
を
必
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各議員の議案賛否一覧表
〔平成29年第2回臨時会〕（選挙・選任議案は一部省略）

議案
番号 件　　　名

付
託
委
員
会

審
議
結
果

竹
村
　
安
弘

今
井
　
義
信

早
出
　
一
真

渡
辺
　
雅
浩

今
井
　
秀
実

笠
原
征
三
郎

中
島
　
保
明

藤
森
　
博
文

遠
藤
　
真
弓

笠
原
　
順
子

共
田
　
武
史

今
井
　
康
善

大
塚
　
秀
樹

小
松
　
　
壮

八
木
　
敏
郎

武
井
富
美
男

浜
　
　
幸
平

渡
辺
　
太
郎

報告第６号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 報告 議
長 - - - - - - - - - - - - - - - - -

報告第７号 専決処分の報告について（平成28年度岡谷市一般会計補正予算(第15号）） 報告 議
長 - - - - - - - - - - - - - - - - -

報告第８号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 報告 議
長 - - - - - - - - - - - - - - - - -

報告第９号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度岡谷市下水道事業会計補正予算（第１号）） 承認 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第1０号 専決処分の承認を求めることについて（岡谷市市税条例の一部を改正する条例） 承認 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第11号 専決処分の承認を求めることについて（岡谷市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承認 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第12号 専決処分の承認を求めることについて（岡谷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第1３号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度岡谷市一般会計補正予算(第1６号）） 承認 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３３号 岡谷市監査委員の選任について 同意 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３４号 岡谷市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 総　務 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３5号 岡谷市監査委員の選任について 同意 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○

閉会中の継続審査申し出について （議） 決定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○

〔平成29年第3回定例会〕

議長：議長職のため採決に加わらず　○：賛成　×：反対　除：除斥
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報告第1４号 平成28年度岡谷市一般会計繰越明許費繰越計算書について 報告 議
長 - - - - - - - - - - - - - - - - -

報告第15号 平成28年度岡谷市水道事業会計予算繰越計算書について 報告 議
長 - - - - - - - - - - - - - - - - -

報告第1６号 平成28年度岡谷市下水道事業会計予算繰越計算書について 報告 議
長 - - - - - - - - - - - - - - - - -

議案第３６号 岡谷市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３７号 岡谷市農業委員会委員に占める認定農業者等又はこれらに準ずる者の割合を４分の１以上とすることについて 同意 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３8号 岡谷市農業委員会委員の任命について 同意 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３９号 岡谷市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 総　務 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４０号 岡谷市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 総　務 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４1号 岡谷市手数料条例の一部を改正する条例 産業建設 原案可決
議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４2号 岡谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 社　会 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４３号 市道路線の認定について 産業建設 原案可決
議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４４号 市道路線の変更について 産業建設 原案可決
議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４5号 平成2９年度岡谷市一般会計補正予算（第１号） 総　務
産業建設

原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４６号 平成2９年度岡谷市病院事業会計補正予算（第１号） 社　会 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４７号 平成2９年度岡谷市一般会計補正予算（第２号） 総　務 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４8号 国の責任による３5人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書 （総） 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４９号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書 （総） 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議長：議長職のため採決に加わらず　○：賛成　×：反対

陳情の審査結果〔平成29年第3回定例会〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
陳情
番号 件　　名

常任委員会審査結果
総　務 産業建設

陳情第６０号 「地球と人間を守れる社会体制創り」の為の地球社会建設決議陳情 不採択 －

陳情第６1号 国の責任による３5人学級推進と、教育予算の増額を求める陳情書 採　択 －

陳情第６2号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情書 採　択 －

陳情第６３号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情 － 趣旨採択

陳情第６４号 テロ等組織犯罪準備罪創設に反対する等の意見書提出を求める陳情 不採択 －

陳情第６5号 「テロ等組織犯罪準備罪」強行採決に抗議し、猛省を促す陳情 不採択 －

※陳情第61•62号については、意見書を関係行政庁等へ提出しました。　　　　　　　　　　　　　　　



市議会議員が選挙区内の人や団体にお金や物を贈ることは、公職選挙法で禁止されており、違反すると処罰
されます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。市民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

＜寄附行為に該当する事例＞
・お祭り、運動会、親睦旅行会、会合等の行事や、入学式、卒業式の行事に対し、寄附、餞別、お祝い、差し入れ等をすること。
・個人に対し、お中元、お歳暮、入学祝、結婚祝を贈ること（議員自らが出席する結婚披露宴への祝儀や葬式における香典は除く）。
・未成年者、社会福祉施設、市町村に対する寄附や年賀状、寒中見舞状などの時候のあいさつ状を出すこと（答礼のための自筆によるものを除く）。

寄附行為の禁止

・政治家は有権者に寄附を「贈らない」・有権者は政治家に寄附を「求めない」・議員から有権者への寄附は「受け取らない」
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議会に対する理解が深まることを願って、議会用語を解説します。

・一部事務組合（いちぶじむくみあい）……地方自治法の規定に基づき、複数の普通地方公共団体が、行政
サービスの一部を共同で処理するために設ける地方公共団体の組合をいう。
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皆様からの厳しいお言葉や励ましのお言葉を待ってます！
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行政についての要
望や

意見を文書で議会
に

出すことができま
す

議会を傍聴しませんか

　傍聴をご希望の方は
、市役所9階の傍聴者

入口前の机の上に用意
されている傍聴人受付

用紙に「氏名・住所・年齢
」をご記入いただき議

場内にお入りください。
　耳の不自由な方には

、集音器の貸し出しを

行っています。希望され
る方は、市役所7階の議

会事務局へお立ち寄り
ください。入退室は、会

議中でも自由にできます
。

議会をシルキーチャンネルで見ましょう　一般質問をシルキーチャンネルで生中継しておりますのでご覧ください。　また、本会議の会議録は、図書館、市役所１階情報コーナー、市ホームページ、議会事務局で見ることができます。

行政に対する市
民の要望や意

見を直接反映させ
るための方法と

して、誰でも請願
書や陳情書を議

会に提出するこ
とができます。提

出方法など、詳し
くは議会事務局

にお問い合わせく
ださい。

議会広報広聴委員が改選されました
　年４回発行している議会だよりは、議会広報広聴委員会で編
集作業を行っています。本年 5 月に改選された委員会のメンバー
は、副議長及び常任委員長又は副委員長、議長が選任した７名
で構成しています。
　議会の活動状況をわ
かりやすく市民の皆様
に周知し、議会に対す
る理解を深めていただ
くよう取り組んでまい
ります。

議会広報広聴委員会の様子

議会広報広聴委員会
　　●委 員 長 共田　武史
　　●副委員長 今井　義信
　　●委　　員 渡辺　雅浩
 藤森　博文
 遠藤　真弓
 今井　康善
 大塚　秀樹
　　■所掌事務
　　　議会報の編集、発行
　　　議会報告会の開催
　　　その他議会の広報広聴

今井康善 遠藤真弓
藤森博文

今井義信

渡辺雅浩 大塚秀樹
共田武史

市民の皆様に読んで頂ける「議会だより」を一生懸命作っています。
皆様からのアドバイスや励ましの言葉を頂けると今後の参考や励みになります。
是非ご意見をください。連絡先：岡谷市議会事務局23－4811（内線1711）・22－6213（FAX）


